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Paα輝線 (1.875µm)は近赤外線で最も強い水素輝線であり、大質量星形成をよくトレースすると考えられてい
る。同様のトレーサーであるHα (0.65µm)より波長が長い分減光を受けにくく、特にダストの多いU/LIRGs(超/
高光度赤外線銀河)中の星形成をより正確に見積もることが可能である。そのため、スターバースト現象のよう
な、銀河進化を探る上で重要な現象を明らかにする手段となりうるのだが、地上からは大気吸収により観測は困
難である。そこで我々は、南米チリ・アタカマ高地のチャナントール山頂 (5640m)に設置されたminiTAO 1m望
遠鏡/近赤外線カメラANIRを用いて、近傍 LIRGsの Paα輝線狭帯域撮像サーベイを進めている。
2009年 6月から 2010年 10月にかけて、合計 26個の銀河 (4200km<cz<7500km)の観測を行った。赤方偏移し

た Paα輝線での大気透過率は、波長による変動が大きく、正確な輝線強度の評価が困難である。そこで、その大
気透過率を、銀河のディスク回転速度を仮定して見積もる新たな手法を開発した。実際に、6個の銀河の輝度強
度をHST/NICMOSによる観測データと比較したところ、おおよそ正しく補正できていることが確認できた。さ
らに、この方法を用いて算出したPaα輝線強度より得られた各銀河の星形成率は、Hα、及び bolometoricな赤外
線光度から見積もられた星形成率と相関することがわかった。本講演では、これらの結果から、近傍 (z<0.1)に
おける LIRGsの星形成活動やその形態の特徴について議論する。


